
 

令和 7（2025）年度 就職先（企業）対象アンケート集計結果 

目的：本学の卒業生の就職先企業の担当者が、卒業生の学士力をどのように認識しているかを明らかにす

る。 

方法：学士力の中から 16 項目を選定し、5 段階評定を求める質問フォームを作成した。これを令和 8

（2026）年 2〜3 月、本学卒業生の就職実績がある企業を対象にオンラインにて回答を依頼したところ 31 社

から回答が得られた。 

結果および考察： 

全 16 項目の平均値はすべて 3.5 を上回っており、就職先企業から見た本学卒業生の学士力の修得状況は

全体として肯定的に評価されていると言える。特に 4.0 以上の評価を得た項目に着目すると、「相手の意見

を丁寧に聞くことができる（4.5）」「自己の良心及び法規範・社会のルールに従って行動できる（4.4）」

「組織内外の人たちと連携・協働できる（4.2）」「卒業後も自律・自立して学習できる（4.2）」など、対

人関係・倫理的姿勢・主体的な学びに関わる項目が上位に集中している。これらは、本学のこども心理学

部・モチベーション行動科学部の両学部において、心理学的な視点を基盤とした教育を展開してきた成果と

結びついていると考えられる。傾聴や他者理解については、心理学系の講義・演習を通じて発達・臨床・社

会心理学の知見を学ぶとともに、少人数グループワークや MIRAI FES.・委員会活動など、他者と協働しなが

ら何かを成し遂げる実践的な機会を継続的に積み重ねてきたことが反映されていると言える。就職後も成長

し続ける人材として卒業生が評価されていることは、本学の教育理念が着実に実を結んでいることを示して

いる。 

一方、「既存の知識を活用して新しい価値を生みだせる」「客観的な視点で人間行動を理解し分析でき

る」については、他の項目と比較して評価がやや低く、知識の応用や創造的発展に関わる力の育成が今後の

継続的な取り組み課題として残されている。 


